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）

この 3 月で38年の歴史に幕を閉
じる富士市民センター。先日、そ
の閉館記念事業の取材に行きまし
た。中学・高校時代の部活動や市
民バンドでの演奏会など、ここで
の思い出が数多くあっただけに思
いは万感。このステージで演奏で
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きることがこの上なくうれしかっ
たころの記憶がよみがえりました。
今の活動の場はロゼシアター中心
になりましたが、富士市民センタ
ーの存在はいつまでも心の中に残
しておきたいと思います。

（三十路の音楽青年）
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卒業式の様子（昭和43年3月）
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あ
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近
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だ
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滑
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。
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、
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勢子辻分校で学んだ
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上原松男さん、川村久則さん
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星晴美さん、室伏治さん


